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研究成果の概要（和文）：　大阪市内12地区の同和地区関係資料を基礎に、地区の範囲の変化、1950年代の都市部落の
地域構造、運動形態、行政施策の変容、3)住宅建設と住宅要求者組合の実態を分析した。
　官庁統計による分析では、1990年から2010年の国勢調査の町丁目集計データにより、大阪市内の12の同和地区の社会
構造の変化を分析した。多数の社会問題指標をもちい町丁目レベルでの世帯所得の推計（2000年時点）を行い、同和地
区の経済階層的位置を明らかにした。
　戦後の部落解放運動を担った女性活動家に生活史（当時の状況と現在）の聞き取り調査を行い、文献資料を参照し、
フェミニズム潮流との連関、結婚差別について分析を行った。

研究成果の概要（英文）： Using sources related to twelve Dowa Districts within Osaka city, we analyze the 
transition in scope and structure of urban Buraku,as well as the status of the Liberation Movement and pol
icy change in the 1950s. Further, we examine the conditions of construction and demand for housing at this
 time.
 To evaluate the change in social structure of Dowa Districts in urban Osaka we utilize town and district 
aggregate data from the national censuses from 1990 to 2010; we clarify the socio-economic class of Dowa D
istricts in the year 2000 by estimating household income at the district level. 
 Moreover, we investigate the lifestyle--both past and present--of female activists in the postwar Liberat
ion Movement through personal interviews and various literary sources; we illuminate their connection to t
he Feminist Movement and experiences with wedding discrimination.
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１．研究開始当初の背景 
 大阪市は、同和対策事業の終了を契機とし
て、市が 12 の「旧」同和地区内に建設し、
管理してきた人権文化センター、老人センタ
ー、青少年会館などの諸施設を、2010 年 3月
末をもって一つに統合した。それにともない、
それらの施設に蓄積・保管されてきた膨大な
同和行政関連文書資料が保管場所を失い、破
棄・散逸の危機にさらされることとなった。
大阪市立大学人権問題研究センターは、これ
らの貴重な資料群の散逸を回避し、同時にこ
れらの資料群を活用した研究をセンターの
研究プロジェクトとして行うことを決定し
た。そこで、学外の研究者を含めて、総合的
な研究を行う研究チームを編成し、これらの
同和行政関連の文書資料群を利用して、大阪
市における同和対策事業の策定・実施過程を
明らかにしつつ、同和対策事業が都市部落を
どのように変容させていったのかを、多角的
に分析することになった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、戦後から 2003 年までの同和事
業がもたらした大阪市内の 12 の同和地区の
変容過程を (1)同和対策事業の立案・実施過
程、(2)行政責任を追及し、問題解決を要求
する地区住民の運動の組織化と展開過程、
(3)地区住民と行政との「恊働」関係の構築
過程、(4)同和対策事業終結以降の同和地区
における人びとの生活実態の変化、という 4
つの視点から、総合的な解明を行う。都市に
おける貧困と社会的排除の解決を目指した
壮大な社会的実験であった同和対策事業の
歴史的意義と限界を明らかにすることを通
じて、今後の都市の貧困地域における「新し
い」社会運動のあり方や「地域に根ざした」
社会問題解決の方向性を探ることをも目的
としている。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、都市部落の変容過程を明らかに
するために、多角的な方法を用いた。 
第一は、同和行政関連文書を用いた研究であ
る。大阪市内の 12 の同和地区には、膨大な
量の「同和行政関係資料」群（解放運動関係
資料を含む）が蓄積されてきた。これは同和
対策事業の実態を明らかにする一級の資料
である。これを整理と分類するとともに、こ
れを用いて都市部落の変容過程を明らかに
する研究を行った。 
 第二は、国勢調査をはじめとする官庁統計
調査を用いた研究である。同和地区の生活実
態を明らかにするためには町丁目レベルで
の分析が必要である。それを大阪市全体、区
レベル、周辺地域と比較できるように処理し、
同和地区の階層的な位置を明らかにする研
究である。これにより、都市部落を焦点とす
る都市貧困層の動態と再編成過程について
の実証的研究を行った。 
 第三は、部落解放運動にかかわってきたリ

ーダーからのインテンシブな聞き取り調査
による研究である。本研究では、とりわけ女
性活動家に焦点を絞り、既存の文献資料も参
照しつつ、それぞれの地区で「女性」が中心
となって展開されている今日のさまざまな
「新しい」運動を視野にいれながら、これま
での「婦人解放運動」の変化の過程をあきら
かにした。 
 
４．研究成果 
  (1)大阪市内 12 地区資料および大阪市人
権協会から寄託された 1300 箱、13752 点の資
料について、１点ごとに番号、分類、形状、
タイトル、年、内容、状態などを書き込んだ
データ・ベースを作成した。これにより、一
連の資料群を学術利用することが可能とな
った。また、市内各部落が拡大・縮小・移転
などの形で進行した地域的な変動とその範
囲を、戦後同和事業の実施課程を含めて詳細
に確定した。このことにより他の共同研究者
が行う現状分析の基礎データとすることが
できた。 
 (2)地区の範囲の変遷を地図上で確認する
ことより、部落差別が土地に対する差別でな
く人（集団）に対する差別であることを明ら
かにすることができた。 
 (3)戦後社会における都市部落の変容にか
かわって住宅と生業(皮革業および履物修繕
業など)の視点から、とくに 1950 年代に焦点
をあてて分析を試みた。大阪市の北部に位置
する舟場部落と、南部に位置する西浜部落と
を比較検討することで、近現代都市に固有の
問題系を部落の地域的変容という視座から
明確に描くことができた。さらに、西浜部落
に隣接する日雇い労働者街・釜ヶ崎における
当該期の様相とも比較・考察することにより、
都市の構造的特質の解明への端緒をつかむ
ことができた。また 1950 年代史論全般への
展望をもち、同時により体系立った今後の研
究への基礎的条件を獲得した。 
 (4)都市部落の変容過程に大きなインパク
トをもたらしたのは市営住宅・改良住宅の建
設である。それが住民と行政の相互作用によ
るものものであり、地区住民によって作られ
た住宅要求者組合が、極めて重要な役割をは
たしたことを明らかにすることができた。上
記の資料群を活用し、浅香地区をとりあげ、
組合員の生活実態と入居選考過程、転入、転
出状況を詳細に分析することができた。 
 (5)都市部落の変容がもたらした社会階層
構造の変化を明らかにするために、既存の官
庁統計データを活用して多変量解析によっ
て町丁目ごとの社会階層データの分析を行
い、また所得階層の分布を推計した。具体的
には住宅・土地基本調査の市区町村別の世帯
所得データをもちい 2000 年の国勢調査の町
丁目集計と組み合わせて所得階層分布の推
計を行ったのである。この結果を他の方法に
よるものと比較対照した結果、十分に妥当と
みなせる推計が得られた。 



 また、分析対象を 1990年から 2010年にお
ける町丁目集計に拡大、大阪市内の 12 の同
和地区の社会構造を抽出して時系列分析、そ
の結果、主要な社会問題指標（失業率、不安
定就業者・単身高齢者・母子世帯などの比率、
大学進学率など）において、大阪市内の他の
地域と比較して明確に「困難な」状況にある
ことが確認された。また、多変量解析による
世帯所得の推計からは、同和地区の所得水準
が依然として「低位」であることを確認した。 
 (6)1950 年から 2007 年までの大阪市の建
物用途別土地利用現況図 14 種類を収集・電
子化しフィルター処理のうえ地理情報シス
テムによって経年変化を視覚化、さらに公営
住宅団地および道路交通網などの都市イン
フラ建設の変遷を各種主題地図によって確
認し、社会階層データの分布に照らして大阪
市全体の中での 12 地区の階層的位置を明ら
かにした。 
 (7)戦後の部落解放運動の黎明期の活動を
担った女性から、特措法期限切れ後の新しい
活動を始めた女性まで、あらゆる年齢層の女
性活動家への聞き取りをおこなった。 
 また、部落解放同盟全国婦人大会の記録を
丹念に読み込んだ。その結果、社会正義を求
める理念と生活改善という実利の獲得の双方
を運動の両輪として、女性リーダー層の活躍
が明らかになった。また、運動の中で、ラデ
ィカル・フェミニズム理論との接触の欠如が
明らかになると同時に、国連による女性差別
撤廃条約からのジェンダー平等を求める動き
への同調という部落解放運動における女性た
ちの活動の特徴が明らかにされた。 
 (8)あわせて結婚差別のありかたが、戦後か
ら今日までどのように変化してきたのかを明
らかするとともに、部落解放・人権研究所が
行った2010年～2011年にかけておこなった全
国部落青年の雇用・実態調査のデータを分析
し、近の部落の青年が直面している結婚差別
問題の実相を明らかにした。 
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